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医師が報告したインシデントレポートの分析
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広義のインシデントとは「医療行為にかかわるすべての有害事象」であ
り，医療行為の過誤や過失の有無は問わないものとされています．した
がって，事前に発生の可能性を説明してあったとしても，医療行為後に
発生した有害事象は，インシデントレポートの報告対象と考えるべきで
あります．しかしながら，医師においては診療行為における合併症は報
告しない傾向があるといわれています．本研究の目的は当院の医師が報
告したインシデントレポートを調査し，報告件数，患者身体影響レベル
の傾向を分析することです．本研究を行うことは，インシデントを報告
するという安全文化を醸成し，医療の質を向上させることが期待できる
と考えられます.

2015年1月1日〜2019年12月31日まで当院のインシデントレポート報告シ
ステム（CLIP）に医師により登録された事例について，診療科別，表題
別，報告種別，リスクレベル別の報告件数を調査します．


